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Abstract 
The usage and quality of water for living were investigated in Yinchuan, 
Lanzhou, Xiahe, Baoji and Xi’an around Huang He in central China.  Water 
supply systems（such as household connection, public standpipe and protected 
dug well）  were created in the region, and there were flush type toilets.   
Domestic sewage is directly discharged into surface waters because there are 
few wastewater treatment plants.  The water in Yinchuan had higher 
hardness compared with the water in other areas.  The Na+ concentration 
was very high, but contained only a little Cl-, so sodium sulfate would be 
formed in all samples. 
 


























































1 8.2 銀川西郊外 水道水 西夏王陵博物館
2 8.2 銀川西郊外 水道水 郊外レストラン
3 8.2 銀川西郊外 水道水 賀蘭山自然保護区管理事務所
4 8.2 銀川北郊外 地下水 クコ園／東港海逸大酒店
5 8.2 銀川市旧市街 水道水 旧市街レストラン
6 8.3 銀川市旧市街 ホテル洗面水 銀川凱達大酒店
7 8.3 銀川市 水道水 寧夏回族自治区博物館
8 8.3 銀川市旧市街 水道水 市内レストラン／八大荘
9 8.4 蘭州市 水道水 蘭州博物館
10 8.4 太石鎮 地下水 高速道路SA
11 8.4 臨夏県 水道水 臨夏鼎盛国宴
12 8.4 県境 水道水 県境の休憩所
13 8.4 夏河県 ホテル洗面水 夏河王府飯店
14 8.5 夏河県 水道水 ラブラン寺
15 8.5 臨夏県 水道水 市内レストラン／亜古拝手狐
16 8.5 永靖県 水道水 柄霊寺
17 8.5 永靖県 地下水 劉家峡ダム
18 8.5 蘭州市 ホテル洗面水 蘭州錦江陽光飯店
19 8.6 麦積山 地下水 山麓レストラン／天河春
20 8.6 天水市 水道水 天水賓館
21 8.7 宝鶏市 水道水 宝鶏青銅器博物館
22 8.7 宝鶏県 地下水 高速道路SA
23 8.8 西安市 ホテル洗面水 美華金唐国際酒店






































1 に採取試料の詳細を、図 1 に調査地の
概図を示す。図中の数字は試料番号である。 
寧夏回族自治区は黄河上流に位置する少数民族自治区のひとつであり、イスラム教徒回













 No.1～3 は市内から西へ約 25km 離れた郊外の水道水である。西王母陵は賀蘭山東麓の平
原にある西夏時代の王墓群で、敷地内に博物館を併設している。No.1 は西王母陵博物館、
No.2 は西王母陵近くのレストラン、No.3 は賀蘭山自然保護区管理事務所の水道水である。
EC 値は 51.2～58.9ms/m、TH は 140～215mg/L で、Na+ は 14～26mg/L、SO4
-2 は 51.19～
81.72mg/L と比較的低い値であったが、NH4
＋ が 0.31～1.43mg/L 検出された。K+ は No.1 が
5mg/L、No.2 が８mg/L であった。No.4 は市内の北 20km ほどの郊外にあるクコ園で生活に
利用している地下水であり、EC が 592ms/m、TH が 330mg/L で、Na+ 120mg/L、SO4
-2 230.8mg/L
と高濃度を示し、NH4
＋ 濃度は 0.72 mg/L であった。ここではポンプで汲み上げた地下水を、
灌漑や散水だけでなく、屋内の厨房や洗面所の蛇口にも導水していた。No.5、8 は市内レ
ストラン、No.6 はホテルの水道水であり、いずれも旧市街にある。No.7 は旧市街西門の
外側にある寧夏回族自治区博物館の水道水である。これらの試料の EC は 106～128ms/m、
TH は 200～300mg/L、Na+ 濃度は 75～110mg/L、SO4






く、水土の流失が止まらない。毎年流れ出す土砂は 5 億 t を超え、黄河全域に流れる年間
砂量の 1/3 を占める。有機物の流出が年平均 50kg、そのうち窒素は 3.5kg、リンは 2kg で
ある 3）。同省は黄土高原の状況改善を目指し、耕地に再び草木を植えて生態環境の保護と
再生を進めると共に、各種農産物の構成を見直して農業構造改革に取り組むなど総合的な
対策を広範囲に展開している。表 3 に蘭州・臨夏・夏河で採取した試料の測定結果を示す。 
 
 蘭州は甘粛省の省都で、市域の標高は 1600m、黄河が市内を東西に流れている。No.9 と
18 は市内の博物館とホテルの水道水で、EC が 74.5 と 67.6ms/m、TH が 175mg/L、SO4
-2 濃度
は 98.46 と 90.39mg/L である。No.9 からは COD が 2.3mg/L、NH4
+が 0.49mg/L 検出された。
また、No.18 の COD は 3.4mg/L であり、これらの水道水には有機物が若干残留していた。 
 蘭州市の南東に広がる高原は青海省の阿尼瑪卿（アムニェマチェン）山脈へと続く。蘭
州市から南に延びる高速道路の太石鎮サービスエリアでは汲み上げた地下水をトイレや洗
面所などに導水し、従業員や利用客が使っている。No.10 はこの地下水で、EC は 106ms/m、
TH は 270mg/L、Na+ が 66mg/L、SO4
-2 が 83.40mg/L であった。臨夏県は甘粛省臨夏回族自治
州の行政中心で、かつての河州にあたり、回族や少数民族東郷族が多く居住している。
No.11 、15 は市街地のレストランの水道水である。EC が 53.2 と 43.8ms/m、TH が 190 と
300mg/L、SO4
-2 は 40.40 と 42.36mg/L であった。 
 夏河は甘粛省の南東部、甘南チベット族自治州に位置し、標高は 2900m で、夏は涼しく、
冬は寒さが厳しい。町は北の鳳山と南の龍山の谷間にあり、中央を黄河の支流である大夏
河が流れている。18 世紀初頭に建立されたラプラン寺の門前町として発展し、チベット族
が人口の 7 割を占める。No.13 はラプラン寺の手洗い場の水道水である。EC は 48.8ms/m、
TH は 170mg/L であるが、NH4
+ が 0.26mg/L 検出された。大夏河と平行して延びる大通りに
は人民政府や県公安局などの主要機関とともにホテルやレストランが建ち並ぶ。No.14 は
そのホテルの水道水で、EC が 46.0ms/m、TH が 190mg/L であった。これらの試料の SO4
-2
は 25.64mg/L 以下で、その他のイオン濃度も低い。 
 No.12 は臨夏と夏河の県境の休憩所の水道水である。EC が 37.6ms/m、TH が 160mg/L、SO4
-2
は 55.95mg/L で、K+ が 5mg/L 検出された。永靖県は臨夏回族自治州にあり、蘭州市街地か
らは西南に 50km ほど離れている。No.16 、17 は同県の柄霊寺と劉家峡ダム傍の地下水で、
EC が 63.1 と 61.7ms/m、TH が 220 と 190mg/L、SO4

















ホテルの水道水である。前者は EC 88.6ms/m、TH 150mg/L、Na+ 18mg/L、SO4
-2 63.18mg/L





















日常的にこれを使っていたが、EC が 296.0ms/m、TH が 440mg/L で、Na+ 濃度が 270mg/L、
SO4
-2 濃度が 324.2mg/L と高い値であった。 
 全ての試料の総硬度と総アルカリ度の相関を図 2 に示す。ほとんどの試料が概ねよく相
関し、係数は r2=0.90 である。図中の数次は試料番号を示しており、銀川の試料は、他よ
り高い硬度を示している。No.10、19、22、24 は相関からやや外れ、これらはいずれも地
下水である。ほとんどの試料中で、Cl- 濃度は Na+ 濃度と比べて極めて低い値であり、こ
れらの試料中の Na+ は硫酸塩などを形成していると推測される。図 3 に Na+と SO4
-2 の相関
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